	第２講

	伝道の内容




運動をするからといってすべての運動が効果的であるとは限らないように、既存の習慣によってする伝道方式では問題がある。ブームを作ったり、または流行程度で伝道を考える人の思考方式では福音化が起こり得ない(方法だけを習おうとする人の問題がまさにこれだ。)
１．なぜ伝道ができないのか
　この問題をじっくりと考えてみよう。
なぜ伝道が出来ないのか？
一番目に、私たちには準備がない。言い換えると伝道しようと何も準備をしていないということだ。祈りをもって準備することもない。そしてその人たちに福音を伝えようとメッセージすら準備しないということだ。普段から持ち歩いている鞄やハンドバックの中に、もしくはポケットの中にトラクトや、小冊子を持ち歩いている人は稀である。そうであるためにいざとなったときに伝道すべき人に出会ったとしても伝道することができない。
二番目に、たましいに対する深い愛がない。これを言い換えるとたましいに対する深い認識がないということである。たましいの貴重さ、たましいの価値、いのちの値打ちに対して、神様が思っておられるほど思うことが出来る人だとしたら、結局はじっとしていられない。
三番目、みことばに対する従順があまりにもないためである。聖書の所々で伝道するように命じておられる。それにも関わらず、依然として私たちは伝道しなければならない理由から外れ、従順しなければならないことを忘れて生きている。今から従順しようと決心すれば、驚くべき福音の働きが起こるだろう。
２．正しい伝道の動機
　なぜ伝道しなければいけないのかもう一度考えてみよう。
　神様が伝道することを命じられた。それは神様の計画を成し遂げられる働きであるためである。もし私たちが伝道しないのであれば、私たちは命令に従わない罪に該当するという事実を深く心に刻み付けなければならない。パウロが告白したように、伝道しなければ私は災いに会うと考えるようになったとしたら、真に神様の命令を、命令として受ける者である。それほど神様は伝道を重要視されている。
イエス･キリストは私たちにいのちをくださる唯一な神様の道である。このいのちとなられたイエス･キリストを伝えることが伝道である。伝道はいのちを救うことである。いのちを救う働きなので、この世の中の、どのような愛や善行より優先されるべきではないだろうか。
　もし私たちが今伝道しないとしたら、間接的には異端に同調していることになる。至急であるという心で伝道しなければならない。異端と悪魔の攻撃から保護する道は伝道することである。一度であっても彼らの手に捕らわれてしまうともっと難しいこととなる。
　伝道！早い方がいい。
３．伝道の内容
伝道の本文、メッセージは可能ならば簡単でなければならない。

　水に溺れている人を救うのには早く、そうでありながらも正確に救うことが重要なように、伝道の内容は簡略でありながらも、霊的な力を持って宣布しなければならない。個人伝道をする時には、長文の論文は決して必要ない。核心である神様のみことばを聖霊に頼りつつ宣べ伝える。

以下に伝道する時に重要ないくつかの内容を聖書的に並べてみた。

　（１）人生の問題

　人間の残酷な現実を指摘しなければならない。すなわち相手が罪人であるという事実が指摘されなければならない。これは人間の根本問題である。もちろん話を切り出す当初から直接的に「あなたは罪人である。」と指摘したら、その人はひどく違和感をもって、それ以上話そうとはしないだろう。それゆえに、人間の現在の状態、神様から離れた状態を教えてあげなければならない。神様に会うことも出来ず、触れることも出来ない状態が罪であり、それが結局私たちを滅びに至らせることである事を教えてあげなければならない。神様から離れた人間は肉体的な水準だけで止まってしまう。その人の特性は食べて飲んで楽しむ、動物的な水準だけで生きて死ぬということである。
　人生の現在の姿がどうであるか。肉体的には果たして幸せだろうか。そうでないとしたら証拠がこの地球上にどれほど多いのか。病気で死んでいく今日の数多くの証拠は私たちに何を投げかけているのか。
　また精神的に豊かな人間は果たして何を味わって生きているんだろうか。精神的にも社会的にも豊かさを味わった知恵者や、哲学者や、芸術家がなぜむなしさを感じ、自らいのちを絶ったのだろうか。
　神様を離れた人間、その人間の肉体や精神的な状態は、一言で悲惨である。その人たちのたましいを言葉でどうやって話すことができるのか。それで聖書は「罪と罪過の中で死んでいた者」と言っている。

　（２）解決のための神様の努力
　苦境に陥っている人間のための主題研究は古今東西を通してすでになされてきた。絶望的な人間の現実に対して何の対策もないのだろうか。全知全能である神様に解決策がないだろうか。このような質問を人間はしてきた。それでも人間は見通しがなく、道徳や善い行い、哲学というあらゆる人間の知恵をしぼり出してきたが、解決の道はまだ出てきていない。
　この問題を解決するためにまずその原因を探してみよう。

　なぜ人間に罪が入ってきたのか。なぜ人間が神様から離れてしまったのか。その最初の原因が何であったのか。それを確実に分かってこそ私たちがこの問題を解決することが出来る。その最初の原因がまさに悪の実体、神様に敵対した存在であるサタンという事実である。聖書がこれをあかししている。「神様のようになれる」と人間を倒したサタン、その存在は絶え間なく私たちの関心を神様から遠ざけようとし、いのちのない他のことに執着するようにさせる。

　そのサタンとは？

　その存在は本来、御使い（天使）であった。神様の優れた被造物であった。その存在が神様になろうとした瞬間、天から落とされ、その堕落は神様の被造物である人間まで堕落させた。その存在は一時的には完全に勝利し、神様の主権を人間に行使することができないようにするのに成功した。そのため神様は私たちが決してサタンの大きな権威を拒むことが出来ないために、神様の元に戻って来ることが出来ない事を知っておられる。すなわち私たちがサタンに勝つことが出来ない事を知っておられる。それで私たちの力ではなく、神様の力によって勝つことが出来る方法を下さった。神様は罪人を審判すると定められた。しかし神様は人間を救われることを願われた。
　イエス･キリストは、私たちを神様に導く唯一の道である。私たちの罪による死の刑罰を、神様はイエス･キリストに下された。それが具体的に現れたことが十字架の死である。十字架で死なれたイエス･キリストは私たちの罪のために死なれ、私たちが新しく生まれ変わるために復活された。これが私たちが力強く伝えなければいけない福音の中心である。

　イエス･キリストは私たちの救いをなされた神様の御力であり、神様の御名である。イエス･キリストの御名は驚くべき御名である。イエス･キリストの御名は悪魔を縛り、退ける唯一の御名である。この驚くべき御名を宣べ伝え、紹介することが伝道である。

（３）霊的な段階

　イエス･キリストを紹介し、その人の口で告白することが必要である。告白するということは非常に重要である。イエス･キリストを主と告白するようにし､イエス･キリストを受け入れるようにすれば、その人は新しく生まれ変わる。(ロマ10:9,10)

　受け入れをしなければ、決してその人のいのちは育つことがない。いのちの種が植わらなければ芽を出すことはない。それゆえにいのちの根源を植えることが重要である。祈りで告白することによって受け入れるようにする。
　教会に連れて来る前に会って主を紹介したその場で、受け入れるようにしなければならない。受け入れなければ、決して信仰を持つことは出来ない。

（４）簡単な養育

　受け入れをした後に、救いの確信を持つようにしなければならない。

　その人がイエス･キリストを受け入れ、新しいいのちを所有するようになれば、すぐにサタンの標的となる。主を告白したその瞬間から、悪魔は執拗に新しいいのちを苦しめる。その人は試みに陥るようになり、苦労するようになり、悩み事を持つようになる。疑いの矢を放つサタンの攻撃に勝てるように、確信を与えることが必要である。
　その人の救いが行いにあるのではなく、神様の恵みであり、賜物としてくださったことであるために、一度与えられたプレゼントは決してキャンセルされることがないという聖書の確かな約束を教えなければならない。そして持続的な成長が必要であるということを教えてあげ、その人の成長のために継続的に読むことが出来る本を提供してあげなければならない。

　新しい信者に継続的に養育をしながら、受け入れた人が聖霊の導きを受けることが出来るようにすることが重要である。聖霊の導きを受けるようにすれば信仰は正しく成長する。聖霊に敏感であってこそ神様がその人を導くことができるということである。
以上の内容が伝道しなければならない内容である。
　これを助ける補助資料がある。タラッパン伝道訓練院の「個人伝道要領」などがあり、直接対話を通してする方法もある。そのような方法は聖書や自分の能力によって選択することができるだろう。
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